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第３学年 算数科学習指導案 

 

研究主題（市教研算数部主題） 

 

 

１ 単元名 一万をこえる数 

 

２ 単元について 

（１）学習内容 

 本単元は、学習指導要領 第３学年の内容Ａ「数と計算」（１）に示された数の表し方を指導

するために設定された単元である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童は第２学年までに、１００００までの数について１０や１００を単位として見る数の相対

的な大きさを、数え棒や硬貨の模型、紙束の絵などの具体物を使って体験的に理解を深めてき

た。また、十進数の仕組みや位取り、命数法・記数法、数の系列、順序、大小などの基本的なこ

とを学習してきている。第３学年では、数を一億まで拡張してこれらのことが同じように考えら

れることを理解していく。本単元では、新たに１億の位までを導入して、よりイメージのしにく

い数を扱っていく。身近ではあまり見かけない大きな数を扱うため、位取り記数板や具体物な

ど、既習の学習でも取り組んできた支援を活用して理解を深めていくことが大切だろう。また、

第４学年では数を兆の位まで拡張していくため、数についての基本的な事柄の理解はもちろんの

こと、その理解につながる数学的な根拠も説明できるように指導していくことが必要である。抽

象的な数を扱うため、具体物などの視覚的な支援等を活用しながらより具体的にイメージできる

ようにしていきたい。 

 小単元１「万の位」では、１億までの数について位取り記数板や硬貨の模型などを活用しなが

ら、命数法・記数法や数の系列、大小や数の相対的な大きさの見方などの基本的な事柄を学習し

ていく。小単元２「１０倍した数、１０でわった数」では、２０を１０倍した数や２５を１０倍

した数、３０を１０倍した数などを考えることによって、１０倍、１００倍、１０００倍すると

位が上がり、１０でわると位が下がることが一般的に成り立つことを理解していく。 

 本時では、小単元１の万の位までの数の加法・減法について考えていく。１０００を単位とし

た数の相対的な大きさの見方を既習の１０や１００を単位とする見方を活用しながら理解を深め

ていけるよう、指導を進めていきたい。 

 

 

第３学年 A 数と計算 

（１）整数の表し方に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指

導する。 

 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

  （ア）万の単位について知ること。 

  （イ）10 倍，100 倍，1000 倍の大きさの数及びそれらの表し方について知ること。 

  （ウ）数の相対的な大きさについての理解を深めること。 

 イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

  （ア）数のまとまりに着目し，大きな数の大きさの比べ方や表し方を考え，日常生活に生

かすこと。 

 

数学的に考える資質・能力を育むための算数学習のあり方 
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（２）既習との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の目標 

 一万をこえる数について、既習の数の表し方にもとづいてその仕組みを考えたり説明したりす

ることを通して、数の大きさや十進位取り記数法についての理解を深めるとともに、生活や学習

に活用しようとする態度を養う。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

一億までの数の表し方や仕組

みを理解し、一億までの数を

表したりよんだりすることが

できる。 

位の仕組みや数の相対的な大

きさに着目し、加減計算の仕

方や１０倍、１００倍、１０

００倍した数や１０でわった

数の求め方を考えている。 

一億までの数とその仕組みに

進んで関わり、ふり返りを通

して十進位取り記数法や数の

相対的な見方のよさに気づ

き、生活や学習にいかそうと

している。 

 

５ 指導計画（１１時間扱い） 

小単元 時 主な学習内容 主な評価規準 

１ 万の位 １ ◯生活場面（マラソン大会）か

ら、一万をこえる大きな数を

調べていくという単元の課題

をつかむ。 

◯一万をこえる大きな数につい

て、よみ方、かき方、仕組み

を理解する。 

◯既習の一万までの数の表し方を

もとに、一万をこえる数の表し

方について考えようとしてい

る。（態） 

◯一万の位までの数のよみ方やか

き方を理解している。（知・

技） 

第２学年 １００をこえる数 

１０００をこえる数 

●一万までの数の概念 

第３学年 一万をこえる数 

●一億までの数の概念 

●数の仕組み、数系列、大小比較 

●大きな数の加減 

●１０倍、１００倍、１０００倍した数、１０でわった数 

一億をこえる数 

●億の位、兆の位 

●大きな数のかけ算 

第４学年 
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２ ◯千万の位までの数のよみ方、

かき方について理解する。 

◯千万の位までの数のよみ方、か

き方について理解している。

（知・技） 

３ ◯数の仕組みについて理解を深

め、一億という数について知

る。 

○一万を単位とした数の相対的

な見方を理解する。 

◯数を１０倍する見方で、一億と

いう数の大きさをとらえること

ができる。（知・技） 

○１万を単位にして、数の大きさ

を考えている。（思・判・ 表） 

４ ◯一億までの数の大小比較がで

きる。 

◯一億までの数の大小関係を理解

し、不等号を使って表すことが

できる。（知・技） 

５ ◯一億までの数について、数直

線上に数を表したり、数直線

上の数をよんだりできる。 

◯数直線上に数を表したり、よん

だりすることができる。（知・

技） 

６ 

本時 

◯数の相対的な大きさの見方を

もとに、万の位までの数の加

減の計算ができる。 

○１０００や１万を単位にして、

加減の計算ができる。（知・

技） 

○数のまとまりに着目して、計算

の仕方を考え、表している。

（思・判・表） 

２ １０倍した

数、１０でわっ

た数 

７ ◯数を１０倍することについて

理解する。 

◯１０倍の計算ができる。（知・

技） 

○１０をかける計算の仕方を考

え、表している。（思・判・

表） 

８ ◯数を１００倍（１０倍の１０

倍）、１０００倍（１００倍

の１０倍）することについて

理解する。 

◯１００倍や１０００倍の計算が

できる。（知・技） 

○１０の計算の仕方をもとに、１

００倍や１０００倍の計算の仕

方を考え、表している。（思・

判・表） 

９ ○数を１０でわることについて

理解する。 

◯１０でわる計算ができる。

（知・技） 

○１０でわる計算の仕方を考え、

表している。（思・判・ 表） 

れんしゅう １０ ◯学習内容を確実に身に付け

る。（練習） 

 

●学びのまとめ １１ ◯学習内容の理解を確認する。  

 

 

 

 



4 

 

 

６ 本時の指導 

【研究仮説】 

 

 

 

（１）育成する資質・能力 

《思考力・判断力・表現力等》 

・万の位までの大きな数の加減計算を工夫して解決することができる。 

 

（２）働かせる数学的な見方・考え方 

・千や万などの数のまとまりに着目して、千や万のいくつ分かを基に順序よく考えたり、説明し

たりし、千や万も一や十や百と同じように単位として考えられること。 

 

（３）数学的な見方・考え方を働かせるための手立て 

手立て① １０００や１万のまとまりに注目するための工夫 

（１）位取り記数板の活用 

本時の学習では、８０００と１４０００という位の異なる２数の加法について考える。児童は

前時までに１億までの数が“１０００や１万、１０万のいくつ分”という見方を学習している

が、位の異なる２数について同時に考えるのは初めてとなる。実態調査でも６０００と２７００

０の位を正しく捉えられていない児童がいるため、１４０００と８０００の大きさを正しく捉え

られない児童が出てくると予想される。これを解決するためにまずは、位取り記数板に数を記入

することで２数の大きさを理解させていきたい。１４０００と８０００の２数は位が異なること

を視覚的に理解させ、異なる位同士をたしてしまったり、計算の過程で位がずれてしまったりす

る児童を支援していきたい。また、２数を記入した位取り記数板の千と一万の位に着目させてい

くことで、「８０００は１０００の８個分」であることはもちろんのこと、位の上がっている一

万の位は「１０００の１０個分」であることにも気付かせていきたい。 

（２）数のまとまりに着目する機会の充実 

本単元では、「１００００が３個集まると３万」になることや「１００００が１０個集まると

１０万」になることなどを、単元を通して学んでいく。毎時間の学習活動の中で折を見て各位の

数字が「何のいくつ分」なのかを繰り返し確認していくことで、数のまとまりに着目する見方を

定着させていきたい。 

また、児童の実態として「１００のまとまり」に着目する見方が身に付いていない児童が約３

割いるのが現状である。１００のまとまりの見方が身に付いていなければ、１０００のまとまり

の見方を見出すのは難しい。そのため本時の復習では、既習の１００のまとまりに着目する考え

を扱い、１００のまとまりの見方ができるように進めていく。４００円のクッキーと８００円の

お弁当を買う問題を大型テレビに投影し、１００円硬貨を用いて買い物する様子を全体で確認す

る。１００円硬貨を用いた問題解決から、１００のまとまりに着目する考えを想起させたり、１

００円硬貨の図を書いてそれがいくつ分かを考えたりすれば問題解決ができることを共通理解す

る。その後、１００のいくつ分という考えをもとに、１０００のいくつ分かを考えれば本時の問

題を解決できそうだという見通しをもてるようにしていく。 

 

 

学習内容や手立てを工夫すれば、数学的な見方・考え方を働かせることができ、  

児童の数学的に考える資質・能力を育むことができるだろう。  
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手立て② 「相対的な大きさの見方」の理解を深めるための工夫 

 手立て①で、本時の問題が「１０００のいくつ分」か考えれば求めることができるという見通

しを立てていくが、それでも解決に困る児童への支援として次の２つを行っていく。 

（１）具体物（１０００円札や１万円札の模型）を使った操作活動 

１４０００と８０００が１０００のいくつ分か考えるのが難しい児童には手元で操作できる具

体物を活用する。児童の身近にある１０００のまとまりを表したものとして１０００円札があげ

られる。そのため買い物場面を想定した本時の問題では、その模型を活用していくことで視覚

的・体験的に理解しやすくなるだろう。自力解決に入ってから手が止まってしまっている児童に

は、本時の復習で扱った１００円玉を使った買い物場面を振り返らせ、１０００円札を使った買

い物活動を実際に行っていく。実際の買い物場面を考え、１０００円札の紙幣の模型を使って１

４０００円と８０００円の自転車がそれぞれ１０００円札１４枚と８枚分であることに気付か

せ、既習の１４＋８に帰着させていくことで「１０００のいくつ分」という考え方を身につけさ

せていきたい。 

また、その操作の様子を動画に撮影して大型テレビで共有することでも「１０００のまとま

り」の理解を深めていく。１０００円札の模型を移動することで１万の束を作る様子などを確認

して、１０００のまとまりへの理解を深めていきたい。 

（２）図の理解を深めるための全体共有 

自力解決の時間に児童が書いたノートの写真を撮影しておき、比較検討の時間にその考えを大

型テレビで映し出す。ノートの写真を見ながら比較検討をすることで、視覚的に理解を深めやす

くなると考える。「１０００のまとまり」に着目すれば解決できるという見通しから図や言葉に

書き表した児童の考えを大型テレビで共有し、１０００のまとまりを表している部分を指し示し

ながら理解を深めていく。１０００のまとまりに着目した図（１０００円札など）を全体で確認

することで、１４０００は「１０００の１４こ分」、８０００は「１０００の８こ分」であるこ

とを視覚的に理解させていきたい。児童から出された考えの中で、１０００のまとまりに着目し

ている部分を確認していくことで、図の理解が深まらなかった児童も視覚的に「１０００のまと

まり」という見方を獲得することができるようになってくるだろう。 

 

（４）本時の目標 

・数の相対的な大きさの見方をもとに、万の位までの数の加減の計算ができる。 

 

（５）本時の評価規準 

・１０００や１万を単位にして、加減の計算ができる。（知・技） 

・数のまとまりに着目して、計算の仕方を考えたり、説明したりしている。（思・判・表） 

 

（６）展開（６/１１） 

過

程 

学習活動と内容 指導や支援の手立て 評価◆ 資料・

教具 

ふ

く

し

ゅ

う 

・ 

１ 既習事項のふりかえり。 

◯テレビ画面のフラッシュカードを用い

て、大きな数の読み方を復習する。 

①２３５７２ 

②１３２０００ 

 

 

◯位を捉えられているか確認する。 

 

 

 

 

ギガタ

ブ 

大型テ

レビ 
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問

題

把

握 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自

力

解

決 

１ 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習につながる「１００のまと

まり」を確認する。 

４００円のクッキーと８００円のお弁当

を買いました。あわせて何円でしょう。 

 

 

２ 素材を知る。 

 ２台の自てん車があります。自てん車

のねだんをあわせると、何円になります

か。 

 

 

 

○位取り記数板に２つの数を記入し、数

の大きさを理解する。 

 

①問題から立式する。 

・「あわせると」だからたし算です。 

・１４０００＋８０００です。 

 

②問題の特徴を理解する。 

T 今までの学習と違うところはどんなと

ころかな？ 

C 大きな数になっている。 

 

 

 

３ 学習問題をつかむ。 

 

 

 

４ 見通しをもつ。 

T いくつのまとまりに注目すればいいか

な？ 

C １０００のまとまり 

T 何を使えば求められそうかな？ 

C 式・図・言葉 

 

５ 自分の考えをもつ。 

◯式、図、言葉などで説明を考える。 

 

○式のみ、図のみではなく、式と図、式

と言葉など、関連させながら考える。 

 

 

 

 

 

 

○数のまとまりに着目できるように

復習していく。 

○１００円硬貨を用いて、１００の

まとまりがいくつ分になるか考え

させる。 

 

 

○テレビに問題を映し出し、２台の

自転車の値段を把握させる。 

 

○問題はポイントを絞って黒板に書

いていく。 

 

〇全体で位取り記数板を書き、数の

大きさを理解させる。 

 

◯立式できない児童には、文章中の

言葉に着目させる。 

 

○筆算を使って求める児童もいるこ

とが予想されるため、買い物場面

を想起させ、ここでは筆算で求め

ないことを共有しておく。 

 

〇２学年までの１００００までの数

よりも大きくなっていることに気

付かせる。 

 

 

 

 

○１万のまとまりと捉えている児童

がいる場合には、８０００が１万

のいくつ分か表せないことに気付

かせる。 

 

 

 

〇式で表せた児童には、図や言葉で

も書けるように声をかける。 

 

○自分の考えが書けずに困っている

児童には、紙幣の模型（具体物）

を使って、実際に買い物操作をし

てみるように声をかける。 

 

○紙幣の模型を操作した児童の様子

を撮影し、比較検討で共有して理

解を深められるようにする。 

 

 

 

 

 

 

ギガタ

ブ 

大型テ

レビ 

 

 

 

位取り

記数板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙幣の

模型 

ギガタ

ブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きな数の計算は、どう考えればよいだろうか。 

 

１４０００円

円 

８０００円 
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比

較

検

討 

⑩ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 全体で話し合う。 

◯どのように考えたか説明させる。 

＜式＞ 

１４＋８＝２２ 

答え ２２０００円 

 

 

 

 

 

＜図＞ 

 １４０００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８０００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０００円さつが（１４＋８）まい 

答え ２２０００円 

 

＜言葉＞ 

１４０００は、１０００が１４こ 

８０００は、１０００が８こ 

１４０００＋８０００は、１０００が

○ノートに自分の考えを書けた児童

の中から、机間指導で数人選び、

ギガタブで写真を撮影しておく。

比較検討の際に、写真を共有しな

がら行えるようにする。（式・

図・言葉） 

 

 

◯まず式に表した児童に発表しても

らう。その後、図や言葉で式の根

拠を理解できるように進めてい

く。 

 

○式の考えでは、「８」や「１４」

の意味を考えさせ、１０００のま

とまりの数であることを理解させ

る。 

 

○図の考えでは、１０００のまとま

りを考えたことが理解できるよう

に、自力解決の時間に撮影した写

真を映し出すことで視覚を使って

理解できるように進める。 

 

○図は、１通りではないため、代表

的なものを取り上げ、「１０００

のいくつ分」か考えていればよい

ことを伝える。 

 

○紙幣の模型の操作の様子を撮影し

た動画を全体で共有し、１４＋８

の既習に帰着させていることや１

０００が１０枚で１万になること

を理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○先に考えた式や図と同じで、１０

００のまとまりに注目しているこ

とを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギガタ

ブ 

大型テ

レビ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100０円 100０円 100０円 

100０円 

100０円 

100０円 

100０円 100０円 

100０円 100０円 

100０円 100０円 

100０円 100０円 

100０円 

100０円 

100０円 

100０円 

100０円 

100０円 

100０円 

100０円 
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自

力

解

決

２

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適

用

問

題 

⑩ 

（１４＋８）こ 

だから、 

１４０００＋８０００＝２２０００ 

答え ２２０００円 

 

T 式や図、言葉など、どの考えにも共通

していることは何ですか。 

C 「１０００のいくつ分」かを考えてい

ます。 

 

７ ひき算で考える。 

ねだんのちがいは何円ですか。 

①問題から立式する。 

・「ちがいは」だからひき算です。 

・１４０００－８０００です。 

②式、図、言葉を使って自分の考えを書

く。 

 

 

 

＜式＞ 

１４－８＝６ 

答え ６０００円 

 

＜図＞ 

 １４０００―８０００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０００円さつが（１４－８）まい 

答え ６０００円 

＜言葉＞ 

１４０００―８０００は、 

１０００が（１４－８）こ 

だから、 

１４０００―８０００＝６０００ 

答え ６０００円 

 

８ 適用問題に取り組む。 

△3  ①５０００＋９０００ 

  ②８００００＋６００００ 

  ③３９万＋４万 

  ④１２０００－６０００ 

○言葉での説明は理解できる児童が

少ないため、言葉で解答した児童

がいれば参考程度に紹介する。 

 

◆数のまとまりに着目して、計算の

仕方を考えたり、説明したりして

いる。（思・判・表） 

 

 

 

○ひき算でも、１０００のまとまり

が使えそうだという見通しをもた

せる 

◯立式できない児童には、文章中の

言葉に着目させる。 

 

○自分の考えが書けずに困っている

児童には、先の問題と同様に紙幣

の模型を使って考えるように伝え

る。 

 

 

 

 

○図の考えでは、１０００のまとま

りを考えたことが理解できるよう

に、自力解決の時間に撮影した写

真を映し出すことで視覚を使って

理解できるように進める。 

 

○どの考え方も「１０００のいくつ

分」かを考えていることを確認し

、図や式、言葉が相互に関わりあ

っていることを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○比較検討の時間によっては、適用

問題を数題選んで行っていく。そ

の際、１万を単位としてみる問題

（②と⑤）は必ず扱う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ギガタ

ブ 

大型テ

レビ 

 

 

 

 

100０円 100０円 100０円 

100０円 

100０円 

100０円 

100０円 100０円 

100０円 100０円 

100０円 100０円 

100０円 100０円 
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ま

と

め 

・

ふ

り

か

え

り 

⑤ 

  ⑤９００００－７００００ 

  ⑥４６万―９万 

△4  ３５＋２９＝６４、６２－２５＝３

７を使って、次の答えを求めましょ

う。 

①３５０００＋２９０００ 

  ②３５万＋２９万 

  ③６２０００－２５０００ 

  ④６２万―２５万 

 

９ 本時のまとめをする。 

T 大きな数の計算は、どこに注目すれば

よかったですか。 

C １０００や１万がいくつあるかです。 

T １０００や１万がいくつあるか考えれ

ばよかったね。 

 

 

 

 

 

８ 学習を振り返る。 

 

○解答が出せた児童は、次の問題に

進んでよいことを伝える。 

 

◆１０００や１万を単位にして、加

減の計算ができる。（知・技） 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習を板書から振り返り、

本時のまとめを作り上げられるよ

うにしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

◯今日の学習で大事だと思ったこと

や、友達の説明でわかりやすかっ

たことについて書くよう伝える。 

○振り返りの際には、毎時間活用し

ている掲示を活用するように声を

かける。 

 

 

 

（７） 板書計画  

○学   大きな数の計算は、どう考え ○自  ＜式＞               ○問   ねだんのちがいは何円ですか。 

  ればよいだろうか。         １４＋８＝２２          ２  

○問   ２台の自てん車があります。    答え ２２０００円          式 １４０００－８０００ 

１ 自てん車のねだんをあわせると、  ＜図＞                 答え ６０００円 

  何円になりますか。         １４０００      ８０００  ○ま   大きな数の計算は、１０００や 

   １４０００円 ８０００円                        １万の何こ分かを考えればよい。 

                                        

                     

                                     ○れ   

                    答え ２２０００円 

   式 １４０００＋８０００    ＜言葉＞ 

                   １４０００は、１０００が１４こ 

○見   １０００のまとまり       ８０００は、１０００が８こ  

   式、図、言葉          １４０００＋８０００は、 

                   １０００が（１４＋８）こ      ○ふ  

                   だから、 

                   １４０００＋８０００＝２２０００ 

                   答え ２２０００円 

 

大きな数の計算は、１０００や１万の何こ分かを考えればよい。 

 


